
（別紙３）

～ 令和6年11月1日

（対象者数） 29 （回答者数） 29

～ 令和6年11月1日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者会などで保護者支援としての時間を設け、学習会

　や保護者同士の交流の場をもう少し増やせたらと思う。

・親子通園のため、保護者の仕事復帰の為通園ができない

　場合もある。センターにつなぐタイミングがもう少し早

　くできるよう育児保健課や基幹相談センター等との情報

　共有を図っておく必要があると考える。

2

・ケース会議等で職員間の連携を深め、様々な視点での

　意見があることを知り、より良い支援につなげていく。

・保育士自身も、担任をしているクラス以外のクラス

　保育を見学し、様々な支援を知り、自分のクラス保

　育に活かす。

3

・個々の支援内容を職員間で共有し、無理なくスモール

　ステップで支援できるようにしていく。

・引き続き、朝の打ち合わせを行い、プログラムが固定

　化しないように季節の遊びも取り入れていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・ホームページに掲載する内容を検討し、市民の方や

　利用者の方にわかりやすい工夫をする。

　（児童発達支援の概要や、行事、保護者会の内容など）

・より伝わりやすい方法がないか、検討する。

2

・参観や交流保育など、今までの活動を継続していく。

・周辺への散歩などを設定し、地域の方と挨拶をしたり少

　し話ができるような機会をもつ。

・センターとして、きょうだい支援の方法や関わり方に

　ついて知識を深め、どのように支援していけるか検討

　する。

3

・親子登園の形態であること

・不安を抱えて入園して来られる保護者に対して、こども

　がどうしたら楽しいと思えるか、こどもの表情や反応を

　見て一緒に探り、支援に必要な知識や関わり方をその場

　で直接伝えることができる。また、こどもの理解を深め

　ることで、この時期に大切な愛着が形成できると考え

　る。

・随時面談が可能なため、保護者の思いも汲み取りやす

　い。また、保護者の親交が深まり、情報交換、相談の場

　となっている。

・多職種との連携が可能であること

・センター内に診療所が併設されている為、通所している

　利用児の担当療法士に支援について相談したり、保護者

　の同意のもと医療の職員と情報共有をしている。

　また、診療所と兼務の看護師が保育に参加する時があり、

　医ケア児も保護者と安心して過ごすことができる。

・相談支援専門員もセンター内にいるため、サービス担当

　者会議にも定期的に参加できている。

・個別支援計画をより具体的に立てられること

・利用前のプレ保育を経験してもらうことや、保護者同意

　のもとで医療の情報を共有することで、細かくアセスメ

　ントができる。また、普段から保護者が保育に参加し、

　職員との共通理解ができているからこそ、本人主体の目

　標設定を考えられる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・情報の周知や発信が弱い

・緊急の情報やお知らせは39メールを使って保護者に通知

　している。

・センター内の児童発達支援の紹介や、案内についての

　情報はホームページ上でのタイムリーな通知ができて

　いない。

・個人情報にも配慮して発信しなければならないため、

　難しさもある。

・地域との交流やきょうだいへの支援

・センター近くの公立のこども園との交流保育を年に数回

　実施させてもらっている（肢体不自由児のみ）。地域の

　方との交流は慣れない環境が苦手な児も多く、どのよう

　に交流できるか模索中である。

・きょうだい児については、夏季登園中に、限られた対象

　児にのみ実施しているが、低年齢児への直接支援は難

　しい。また、きょうだい支援についての専門知識の学び

　が不十分である。

令和6年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 加古川市立こども療育センター

○保護者評価実施期間
令和6年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

加古川市立こども療育センター
公表日 令和7年2月7日

利用児童数 令和6年11月1日 回収数 29

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

29

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

28 1

・手厚い保育を受けさせていただいてい

ました。

・十分すぎるぐらいでありがたいです。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

29

・入口から保育室までストレスなく行け

ます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

28 1

いつも清潔で、親子で心地よく過ごせて

います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

28 1

・専門性のある支援かは分かりません

が、理解して対応いただいていると思い

ます。

・どんなことができるか考えたうえで、

何らかのねらいを持った保育・支援がな

されていました。

・保護者より理解しているように思いま

す。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。

26 2 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画や放課後等デイサービス計画（個別支援

計画）が作成されていると思いますか。
29

・よく話を聞いてくれ、目標に困った時

はアドバイスや例を示してもらえていま

す。

8

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）には、児童発達支援（放

課後等デイサービス）ガイドラインの「児童発達支援（放課後等デイサー

ビス）の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援

 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。 27 2

9
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）に沿った支援が行われて

いると思いますか。

28 1

・計画内容を皆さんが覚えていてくれて

驚きます。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。

27 2

・日々の手遊び等の歌などは、もう少し

バリエーションがあっても良いのかなと

思います。

・こどもの好きなこと、季節感を味わえ

るもの、親子ともに楽しめるものなど、

毎回楽しみにしていました。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等、または放課後児童クラブや児童館等と

の交流や、その他地域で他のこどもと活動する機会がありますか。

17 4 4 4

・全員ではないが、対象の子は機会があ

ると認識しています。

・一部の対象児に対して、交流保育とい

う形で外部の園児とかかわれる機会が設

けられていました。

・一定の条件を満たしたこどもが対象な

ので、全てのこどもにはあてはまりませ

ん。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。

29

・一つ一つ丁寧に説明していただき、分

かりやすかったです。

保

護

者

へ

の

説

明

等

引き続き、運営規程、支援プログラム、

利用者負担等の説明について、保護者に

丁寧で分かりやすい説明をおこなうよう

努めます。

適

切

な

支

援

の

提

供

今後も、併設している診療所の医療ス

タッフとも連携・情報共有しながら、子

どもの特性や発達に応じた目標を立て、

活動プログラムの提供をしていきます。

今後も、当センターが定めた支援プログ

ラムを基本として、子どもの特性に応じ

た個別支援計画の作成や活動プログラム

の提供を行います。

引き続き、保護者のニーズをしっかりと

聞き取り、子どもの姿や目標を意識し職

員間で意見交換をしながら、個別支援計

画を作成していきます。

引き続き、保護者と子どものニーズや背

景等を的確に把握し、その子どもに応じ

た適切な支援内容を設定します。

個別支援計画の目標達成に向け、継続し

た支援が実施できるよう、生活や遊びの

中で取り組める計画を立て取り組んでい

きます。

今後も集団ならではの遊びや季節の遊

び、静と動の活動など、職員間でアイ

ディアを出し合いながら、子どもの発達

にあった活動が提供できるように努めま

す。また、遊びのテーマが同じであって

も、子どものレベルに合わせた遊び方を

提案したり、発展させたりできるような

やり方を工夫していきます。

交流の方法については、機会の確保と対

象児の検討を行っていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

引き続き、遊戯室・園庭など活動に応じ

使用する場所を変えながら、工夫して安

全に過ごせるスペース確保に努め、部屋

の大きさに応じたクラス編成(人数調整)

をしていきます。

細やかな対応ができるよう、できるだけ

各クラス３名の職員を配置するように努

めるとともに、保育内容によってはクラ

ス間でも調整を行い配置します。

引き続き、子どもの特性に応じた環境づ

くりや設備の整理に努めます。その中

で、安全面については十分に留意し、子

どもが触れると危ないものなどは、子ど

もの手が届かないところに置くことや、

出した数を把握することで片付けの漏れ

を防止するよう務めます。

引き続き、清掃、点検、感染防止対策を

し、心地よい空間づくりに努めます。ま

た、エアコンや加湿器を活用しながら適

度な室温や湿度を保てるよう配慮しま

す。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



13
「児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）」を示しながら、支援

内容の説明がなされましたか。
29

・項目一つ一つ確認し、納得できるよう

理解を促していただきました。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。
25 1 3

・母だけでなく、父に対してもこういう

機会が増えてくれるとうれしいです（参

観だけなので）。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。

28 1

・全てを共通理解するのは難しいが、あ

る程度は出来ていると思う。

・日頃からこどもの様子をよくみてくれ

ていて、体調の変化に気づいてくれた

り、できるようになったことも理解して

くれています。

・保育が終わると先生方が発達面など、

「前よりできることが増えたね！」など

お話してくれます。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

29

・小さなことでもアドバイスしてくれた

り、ずっと一緒に居ると気づかなかった

変化にも気づいてもらえるので心強いで

す。

・面談や少しの時間でも相談や悩み事な

どを聞いてもらい、アドバイスをいただ

いています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

29

・事業所の職員にはいつも寄り添っても

らっているとすごく感じます。小さいこ

とにも気が付いてお話したりと支えてい

ただきありがとうございます。

・悩んでいることも一緒に考えてくれ、

とても話しやすく安心感がありました。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

27 1 1

・保護者同士の交流でいろんなお話が聞

けて毎回楽しみです。きょうだい向けの

イベントがあり、事業所での生活が見れ

て喜んでいます。小学生以上の年齢も交

流できるとうれしく思います。

・保育所に通うきょうだいの交流の機会

がもっとあればいいのになと感じること

はあります。保育所で預かってもらえな

い日も年に何度かあるので、その時は一

緒に通園できると助かります。

・今でも十分保護者同士の交流の場が設

けられていますが、もう少し交流の場が

あればうれしいです。

・きょうだいは預け先がない人しか来ら

れないのが残念。もう少しイベントが

あっても良いと思う。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

27 1 1

・いつでも相談できるよう、面談申し込

みの箱の設置などもありました。

・トイレの鍵やチェアシートをつけてほ

しいと要望したが、その後どうなったの

か対応や説明がない。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。

29

・保育が終わった後などに、先生方から

いろんな情報を教えていただき、「次の

保育で取り組んでみましょうか？」と提

案してもらえました。

・十分すぎるぐらい配慮してもらってい

ると思います。

・こどもの意見をいかにくみとるか、ど

のようにすると表出しやすいかを常に考

え、工夫していただいてました。

・入院後や市役所手続き後など、その都

度気にかけていただけるのは助かりま

す。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

20 2 1 6

・SNSやHPはないですが、何度も連絡

してくれていると思います。

・ホームページは見たことがない（知ら

なかった）。あるのであれば便利で見た

いので公開してほしい。

引き続き、活動内容や緊急時の対応につ

いて、理解を深めていただくために、情

報発信をしていきます。ホームページに

ついては掲載する内容を検討し、見やす

くなるよう改訂します。また、発信方法

について、緊急時や警報以外の情報も適

宜３９メールで伝えていくことも検討し

ます。なお、子どもの欠席が長期にわた

るような場合には、その間の行事予定や

連絡事項をこまめにお伝えするようにし

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

引き続き、児童発達支援計画について、

保護者に丁寧で分かりやすい説明をおこ

なうよう努めます。

引き続き、保護者とコミュニケーション

を図り、併設する診療所の専門職員とも

連携しながら家庭支援に取り組んでいき

ます。

引き続き、親子通園の利点を活かし、子

どもの発達や状況、課題について共通理

解の徹底に努めます。また、十分な時間

を取ることが難しいときは、相談内容を

記入した用紙で伝えることができるよ

う、相談用紙の投函箱も設置していま

す。

引き続き、保護者からの相談に適宜対応

し、アドバイスが出来るようチームで対

応します。その後の経過も聞き取ること

で継続的な支援を行えるよう努めます。

引き続き、保護者や子どもに寄り添うこ

とを心がけ、成長を共に享受できる支援

となるよう努めます。

引き続き保護者会活動や保護者同士の交

流促進を進めていくとともに、きょうだ

いの交流機会の確保に努めます。

引き続き利用者からの相談や申し入れに

対する体制の整備や周知に努め、申し入

れがあった場合は迅速かつ適切に対応し

ていきます。また、相談や申し入れをす

る時間を取ることが難しいときは、内容

を記入した用紙で伝えることができるよ

う、相談用紙の投函箱も設置していま

す。

引き続き、丁寧な情報伝達ができるよ

う、どうすれば児がわかるように伝えら

れるのか考え、いろいろな方法を試しな

がら、その時の最善の支援ができるよう

に努めます。また、保護者に対してもわ

かりやすい説明を心掛けます。



22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

29

・十分すぎると思います。

・写真撮影OKのときも必ず注意事項を

説明されていました。

・個人を特定するような情報は伏せて、

必要な情報をくださる配慮はありまし

た。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

26 1 2

・十分だと思います。

・コロナが発生したときも、すみやかに

メールにて周知されていました。

・マニュアルがあるのかどうか知りませ

ん。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。

29

・こちらの知識が増えるくらい訓練が行

われていると思います。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

28 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

29

・保護者が気にしていない小さなことに

ついても説明して謝ってくれるので、先

生たちが疲れないか心配する程です。

・小さなケガもすぐに伝えてくださり、

今後の対応についてもお声がけいただき

ました。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

29

・日々、のびのびと楽しく安心して通所

できてます。

・全く嫌がらず通所してくれています。

・いつもセンターに登園するとうれしそ

うに先生方にも手をのばしたり、笑いか

けたりしています。

・本人も安心できる場所と感じてるなと

顔を見ればわかります。楽しい場所と分

かっていますし、のびのび過ごせていま

す。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

28 1

・朝、家を出る時に「先生のところ行こ

うかー？」と聞くと、うれしそうに返事

をしてくれます。

・保育士の皆さんが明るいので、よく笑

う子に成長してくれたと思います。

・毎回ニコニコして朝の機嫌が悪くて

も、センターに行くとピタッと上機嫌に

かわっていたと思います。

・毎回楽しみにしています。「行く

んー？」と聞くと「はーい！」と答えて

嬉しそうに車に乗っています。車内でも

鼻歌をうたいルンルンです。

29 事業所の支援に満足していますか。

29

・事業所にお世話になり、子どもの事を

一緒に考え、一緒に喜んでくださり本当

に感謝しています。

・子どもだけでなく、私の心配もしてい

ただき心がホッとしています。

・センターのことだけでなく、家庭のこ

とにも耳を傾け保育に活かしてくださっ

ています。

・先生方は常に笑顔で、子どもにも母に

も寄り添って下さり、いつも温かい場所

だと思います。相談もしやすい雰囲気

で、通ってい良かった！って思っていま

す。子どもの成長も家族の様に一緒に喜

んでくださり嬉しいです。

・子どもの事を一緒に考えてくれる人が

居る環境がとてもありがたいです。子ど

もの成長を喜んでもらえて出来ないこと

へのアプロ－チを一緒に悩んでアドバイ

スいただけて助かります。

・とても満足です。

満

足

度

引き続き、子どもが安心して通園できる

ような環境づくりに努めます。

引き続き、子どもが楽しく通園できる場

所となるよう、子どものニーズや発達に

あわせた環境づくりや支援の提供に努め

ます。

引き続き、子どもや保護者に寄り添いな

がら、一緒に子どもの成長を喜ぶことが

できるような支援の提供に努めます。

引き続き、個人情報の取り扱いについて

は、細心の注意を払い適切な取り扱いを

徹底します。

非

常

時

等

の

対

応

今後も緊急対応マニュアル等の内容につ

いて、随時見直しを行い、適切な対応に

ついて周知徹底を図っていきます。ま

た、避難するときのポイントや注意事項

などが、よりわかりやすく伝えられるよ

うな方法について検討します。

引き続き、様々な非常災害を想定した訓

練方法を検討すると共に、保護者の協力

を得ながら定期的に必要な訓練を実施し

ます。

今後も事故防止に向けた防止策と情報共

有を職員間と保護者で行い、安心安全な

環境づくりに努めます。また、虐待防止

の観点から子ども達の人権を守る意識を

高めていけるよう研修を実施します。

引き続き、事例発生時にはすみやかに保

護者へ連絡するとともに、職員間で情報

共有の徹底と発生防止等について協議し

安心安全な環境づくりに努めます。ま

た、大きなけがや事故につながらないヒ

ヤッとしたことや小さな怪我についても

職員間で情報共有を行っていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等



（別紙５）

加古川市立こども療育センター
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

11

・各クラスの広さに応じてクラス人数を編成

している。

・その日の遊び・活動内容によって遊戯室や

廊下、戸外を使用したり、他クラスと部屋を

交代したりしている。

・廊下で遊ぶときは、子ども乗ってきたバ

ギーは空いている部屋に止めている。

・部屋により狭く感じる事もあるが、遊びを

工夫したり、室内スペースを広く使えるよう

室内を整理している。

・保護者も一緒にいることを考えると、出席

人数や遊びの内容によっては狭く感じるとき

がある。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。

11

・クラス担任の人数を調整している。子ども

の出席人数に応じて人員配置の調整をしてお

り、遊びの内容によっても臨機応変に配置し

ている。

・職員の人数、保育内容によって、他クラス

から職員のヘルプをお願いしている。

・配置は適切であるが、経験のある職員と浅

い職員の差は大きい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

11

・肢体不自由児のクラスと共有のため構造化

は難しいが、視覚支援や視界を遮断できるよ

うな衝立を準備している。

・バリアフリー化されており、廊下は車いす

等でもスムーズに移動出来る

広さになっている。

・同じ部屋を2グループ（身体・発達グルー

プ）が曜日を変えて使用して

おり、それぞれの特性に応じた環境を設定し

て利用している。

・トイレの大きさや高さなど、バリアフリー

化がされていると思う。

・個々に合わせた机や椅子を準備し、高さ調

整をしている。

・子どもの特性に配慮した環境になれるよう

に務めている。

・スケジュールが分かりやすいように、ホワ

イトボードに絵カードや写真を掲示してい

る。

・保育室・トイレ・遊戯室等が区別されてい

るため、子どもにとって分かりやすく環境整

備されている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

11

・保育室の掃除や消毒はこまめにしている。

・クッションフロアのため、寝たきりの重心

児にはマットを敷くなどの環境の工夫をして

いる。

・空調や空気清浄機を使用し、過ごしやすい

環境を整えている。

・大型連休では、窓やカーテン・加湿器等の

大掃除を行っている。

・常に換気や消毒を心がけて、アルコール・

次亜塩素酸もすぐ使えるよう各クラスやトイ

レに設置している。

・清潔を保つように心掛け、換気や冬季の床

暖房など、室内の温度調節に留意し心地よく

過ごせる環境を整えている。

・保育室の端にほこりや蜘蛛の巣が張りやす

いが、なるべく拭き取るよう注意している。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

事業所における自己評価結果公表



5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。

11

・癇癪やパニックなどで退室をしたほうがよ

いと判断した時には、廊下に出てクールダウ

ン。また、空いていたら遊戯室で発散できる

ようにしている。

・肢体不自由児に対しても空いている部屋を

用意している。

・チューブの交換やガス抜き等、別室での対

応が必要な場合は部屋を確保している。

・遊戯室や戸外で少し体を動かせる時間を時

によって対応する旨共通理解をしている。

・全体の保育の中で個別の場所作りとして、

必要に応じて衝立の使用や部屋のコーナーな

どの空間を利用した環境作りを行っている。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。

10 1

・日誌にも個別支援目標が反映されていて実

施しやすい。

・日誌作成・保育後に反省や改善点の振り返

りを行っている。

・朝の打合せで職員間での共通理解ができる

ようにしている。

・月2回（グループ1回）の保育会議や個別支

援会議。各クラスで日々の保育内容や行事・

子どもの関わりなどについて確認し、全体の

保育で共有している。保育後には振り返りと

検討・見直しを行っており、その内容を保育

会議で共有している。

・業務内容として正規職員の負担が大きい。

その分非正規職員が受けられる業務をまかせ

られるように技術やパソコン業務の習得もで

きるようにしていく必要がある。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。

11

・評価を見て改善できるところはどこか職員

間で検討し、より良い支援を探っている。

・１１月にアンケートを実施した。

・評価表に上がった保護者の意向は、職員間

で共有し改善できるように話合っている。

・保護者からの意見等があればすぐに情報共

有されている。

・意見を反映している部分もあれば、難しい

内容は（保育だけでは改善できない内容）改

善できていないこともある。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 

11

・個々に面談をし、意見を聞くように心がけ

ている。

・保育士会議、朝の全体ミーティング等で話

合う機会は設けられており、またその他の会

議等でも職員の意見の交換の場は持ててい

る。

・業務の改善ができていない部分もあると思

う。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
2 9

・第三者による外部評価は行われていない。

・保育のどんなところに特化した講師を呼ぶ

のか、定まっていない。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

11

・各自の経験に応じて必要な研修に参加でき

るようにしている。

・内部研修として受講した研修内容や知識の

伝達を行う職員勉強会や、他部門と連携して

のケース検討会議などを行っている。

・外部研修も自ら進んで受講出来る体制に

なっている。

・近肢連や感覚統合研修など、様々な研修へ

の参加機会がある。

・保育士勉強会を定期的に行っている。

・ケース検討会議に参加し、子どもへの関わ

り方を話し合い、日々の保育に活かせるよう

努めている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

7 4

・ガイドラインに応じて５領域を含めたもの

を作成。

・R７年４月～に向けて現在作成中。R７年２

月ごろに公表できるようにしている。

・作成途中である。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画（放課

後等デイサービス計画）を作成しているか。

11

･アセスメント、モニタリングの中で子どもと

保護者のニーズを把握し、個々の発達に応じ

て無理のない達成できる支援計画が立てられ

るよう心がけている。

・こどもと保護者のニーズに応え、こどもの

姿やそれに伴う課題を職員間で充分に話合い

個別支援計画書を作成している。

・計画を作成するにあたって、保護者と話し

合いを行っている。現在の子どもの様子、半

年でどこまでできるか、その目標に対してど

んな支援が必要か具体的に作成している。

環

境

・

体

制

整
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業
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13

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成する際に

は、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職

員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ

ているか。 

11

・目標を立てる際、どのような取り組み・支

援を行うと子どもが楽しくできるかに重点を

置き、作成している。

・支援計画会議に児発管、担任、相談員、看

護師が参加して情報共有等を行っている。ま

た、会議の内容を決裁し、会議に参加してい

ない職員も確認できるようにしている。

・各クラスの主担任を中心として、支援に関

わる職員がこどもの現状の姿や成長に応じて

支援計画を考えている。

・一人ひとりの子どもの特性に応じ、個別や

集団活動を組み合わせ、適切な計画を作成し

ている。

14
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）が職員間に共有さ

れ、計画に沿った支援が行われているか。 

11

・支援計画の会議の中で、支援の方向性・内

容を共有している。

・目標達成のために毎月スモールステップで

達成できる目標を立て、日々の振り返りで確

認している。

・支援計画を共有し、個別の目標を保育や生

活の中で、日々取り組む目標として設定し、

その都度、振り返りや反省を行っている。

・支援計画を元に、保育に取り入れて遊びを

考えている。

・担任以外も確認ができる。

・遊びや生活の中で子ども達が目標を達成で

きるように環境設定や関わり方などを工夫し

て行っている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

11

・子どもの発達検査の結果を保護者と共有し

たり、面談や観察、実際に関わることでわか

ることを含めてアセスメントしている。

・会議でフォーマルなアセスメントを使用

し、職員間で共有している。それを元にした

行動観察、日々の保育日誌の記入、振り返

り、話し合い等で行動の確認をしている。

16

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）には、児童発達支

援（放課後等デイサービス）ガイドラインの「児童発達支援（放課

後等デイサービス）の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援

内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

11

・その時の子どもに何の支援が必要か考えて

目標設定している。支援内容を具体的に記す

ことで誰もが同じ支援ができるようにしてい

る。

・必要に応じて移行支援や地域支援の項目も

含み、スムーズに移行できるようにしたり、

連携したりしている。

・総合的な方針を決め、長期、短期の支援目

標、具体的な支援内容、留意点、地域支援の

項目等を話合い設定している。

・並行通園先と連携を図り、支援をしてい

る。必要に応じて、園に訪問し連携を図って

いる。また、その様子を保護者にもフィード

バックし、今後の生活に活かせられるように

している。

・児、保護者の思いを反映しながら支援目

標・支援内容を立てている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

11

・保育内容は職員間で何をしていくか話し

合って決めている。

・行事では主担当中心に会議や打合せを設け

ている。

・主担任が集まり、１週間分の保育内容を考

えたりしている。その内容を各クラスで細分

化して内容を考え、保育を行っている。
適

切

な

支

援

の
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

11

・同じようなプログラムの場合、活動内容を

工夫したり発展させたりすることで、別のね

らいをもって支援するようにしている。

・各クラスごと、こどもの姿を捉えて立案

し、保育後に支援の振り返りを行い、支援に

繋がる行事、活動を工夫している。

・現在のセンターに合ったプログラム、柔軟

に対応できるプログラムになれるように工夫

している。

・固定化しないように、題材は同じ遊びで

あっても、一人一人に合った関わりや準備を

している。

・児の成長や現状によりパタ－ンや（支援

の）設定を工夫している。

・季節の遊び、日々の出席児や静と動の遊び

の組み合わせにも気を付けて考えている。

19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成し、支援が行

われているか。

11

・基本的に集団活動だが、その中で個のレベ

ルに合わせた支援を心がけ、保護者にも説明

している。

・「りぼん」での個別保育は、支援計画の内

容を取り入れるようにしている。

・目標をピンポイントにするのではなく、登

園した時にできるような（頻度が高めな）支

援内容を意識して作成し、支援が行えるよう

にしている。

・個別保育をする中で、集団活動でした事で

も個別に関わることで、少し苦手な事もス

モールステップで「できた」が見つけられる

ように、また、集団活動にも取り入れやすく

している。

・集団保育と個別保育を実施し、全体での

姿、個人の発達に合った保育を提供してい

る。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

11

・各クラスの担任がその日の保育内容につい

て共有・確認するようにしている。

・朝の打ち合わせで他クラスの保育内容、支

援を聞くことで支援の知識を得られるように

している。

・連携できるようにチームで話し合う機会を

つくっている。

・支援や工夫が足りないところを補足して伝

えている。

・伝達不足だなと感じるところがあるため、

改善していきたい。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

11

・毎日、保育後に個々の記録を記入してい

る。振り返りの中でどう支援していくか確認

したり、できたことを共有している。

・児発管としてアドバイスできる所は伝えて

いる。

・記録を記入する際等に子どもの様子や保育

内容の反省、保護者からの情報等をクラス担

任で共有している。また、必要に応じて他ク

ラスの職員にも共有している。

・支援終了後に記録の記入をするとともに、

その日の支援の振り返り、気付いたことの話

合いの時間を持っている。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。

11

・記録を基にケース検討の資料として見てみ

たり、より良い支援ができるように話し合い

をするようにしている。

・保育終了後の日誌を記入する時に話をしな

がら、どのように支援していくか、改善点や

良かった点、児の成長ポイント、次に支援し

たいことを話し合うようにしている。

・その日にあった児の言動や前後・背景の様

子を関わった職員の話をもとに職員間で考え

を出し合い、工夫や改善につなげられるよう

にしている。

23

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画（放課後等デイ

サービス計画）の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行って

いるか。

11

・最長６か月の中でモニタリングを実施して

いる。子どもの姿や保護者の思いを踏まえて

見直すようにしている。

（支援計画に沿って支援できているのか。目

標がどの程度達成しているのか確認してい

る。）

・次の支援計画を立て直し、決まった計画を

お互いに理解と共有をしている。
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24
【放デイのみ】放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本

活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。

25
【放デイのみ】こどもが自己選択できるような支援の工夫がされて

いる等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

11

・児発管に加えてクラス担任が出席するよう

にしており、普段の子どもの様子を各機関で

共有するようにしている。

・出席できない場合も、資料として子どもの

様子を記したものを渡している。

・会議では担任等も参加しているため、日中

活動等の様子も細かく話し合うことができて

いる。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

11

・センターに併設された診療所とは保護者の

同意を得た上で情報共有したり、並行通園し

ている児については、園訪問をすることで連

携を図るようにしている。

・直接連携を取ることはないが、保護者から

かかりつけの病院での情報を聞き、保育に活

かせる部分は取り入れるようにしている。

・児の関係機関からの資料を共有させていた

だく場合もある。

・センターに併設している診療所にドクター

と看護師が常駐しているため常に対応が可能

である。看護師が児童発達支援の保育に参加

し、情報共有を行っている。

28
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

・施設が児童発達支援センターのため、専門

職に子どもについての情報を共有したり、症

例検討で支援方法を検討する機会を設けてい

る。

29
保育所や認定こども園、幼稚園等、または放課後児童クラブや児童

館との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。

9 2

・肢体不自由児クラスの３歳児以上は、交流

保育として、年間3回、地域の認定こども園の

こども達と交流する機会を設けている。

・並行通園の児は地域の園へ通いながらセン

ターを利用しているため、一緒に活動ができ

ている。

・交流保育は今年、年３回に増えたが、散歩

中に、隣接している小学校や産業センター等

を使用できたらしたい。

・園との交流を求めている児も増えているよ

うに感じる。

・交流保育を行っているが、回数も少なく年

齢にも制限があるため、回数がもう少し多く

あればいいと感じる。

30
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

11

・子どもの現状を保育の中で保護者と確認

し、できたら次はこんな風にしていきましょ

うか？と提案したり、訓練等でしていること

を保育に活かせるようにしている。

・親子登園であるため、日々の状況は必ずそ

の日に伝えることが出来ている。

・自宅での様子を聞き、センターでも取り組

めることがあれば保育の中や休憩時に取り入

れている。

・今までの姿と変化したところ等を振り返る

こともある。

・特に就園に向けて頑張れそうな目標を保護

者と話し合うことで、共通理解をもつように

努めている。

31

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

9 2

・保護者会を通じて制度や支援学校、発達検

査の話を聞く機会を設けている。また、勉強

会やロールプレイを通じて知識や経験ができ

るようにしている。

・夏季登園中はきょうだい児も保育に参加で

きるようにしている。

・保護者も参加できる研修やイベントがあれ

ば掲示板に掲示している。また、保護者会で

心理士の講話や保護者同士で情報共有を行っ

ている。

32

【児発事業所・児発センターのみ】併行利用や移行に向けた支援を

行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。

また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼

稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている

か。

11

・地域に通わせたい保護者と面談で、どんな

支援が必要になってくるのか確認している。

・並行通園開始・卒園時には園に対して児の

支援内容を「申し送り書」として作成し、情

報提供できるようにしている。

・必要に応じて園と連絡を取り合い、その都

度変化する子どもの様子や保護者からの情報

を伝えている。
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33

【児発事業所・児発センターのみ】就学時の移行の際には、小学校

や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っているか。
10 1

・昨年度より、学校に対しても「申し送り

書」として作成し、情報提供できるようにし

ている。

・就学先に児の様子を見に来てもらえると理

想だと感じるが、現在はできていない。

・就学時に関わったことがない。

34

【児発センターのみ】地域の他の児童発達支援センターや障害児通

所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等

を行っているか。

6 5

・定期的な取り組みは行っていないが、サー

ビス担当者会議等の中で、こどもの支援につ

いての情報交換をすることで統一した支援が

できるように心がけている。

・サービス担当者会議で事業所・センターで

の様子を情報共有し、各場所で取り入れられ

ることは取り入れるようにしている。

・見学の機会等を設け、連携を図っている。

35
【児発センターのみ】質の向上を図るため、積極的に専門家や専門

機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

6 5

・併設している診療所から子どもについての

助言を受けることはあるが、外部からはな

し。

・研修については、職員のレベルに応じたも

のや興味のある研修に参加できるようにして

いる。

・センター内の訓練士、ドクターが保育見学

や診察の様子から情報共有と連携を図ってい

る。

・現在の保育においてアドバイスを適宜もら

える機会があればうれしい。

36
【児発センターのみ】(自立支援)協議会・こども部会や地域の子ど

も・子育て会議等へ積極的に参加しているか。

2 9

・センター内の地域連携担当や相談支援専門

員が参加しており、児発管の参加はなし。

・参加者からの伝達という形で情報を受けて

いる。

37

【放デイのみ】学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、

こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル

発生時の連絡）を適切に行っているか。

38

【放デイのみ】就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めてい

るか。

39

【放デイのみ】学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉

サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を

提供する等しているか。

40 【放デイのみ】（自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

41
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。

9 2

・センター内の児童発達支援を利用すること

になった際、個別支援計画の説明や事務説明

の中で伝えることができている。

・保護者一人一人に話す時間を設けて、丁寧

な説明を心掛けている。

42

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成する際に

は、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮

の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい

るか 。

10 1

・作成する前に子どもの姿の確認、保護者の

思いを聞くようにしている。その中で、セン

ターとして支援できることを提案し、計画に

入れるようにしている。

・作成前にモニタリングを行い、こどもや保

護者の意思の確認を行い、その意思を尊重

し、個別支援計画を作成している。作成した

計画を説明、共有し、こどもや保護者の意向

を確認する機会を設けている。

・半年に１回振り返り、次の目標を保護者と

話をしながら進めている。

43

「児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）」を示しながら

支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得て

いるか。

9 2

・支援期間に入る前に必ず保護者に説明する

場を設けて支援計画内容についての同意を得

ている。

・半年に１回、支援計画の説明を行ってい

る。変更点があればその場で聞き取りを行

い、変更するようにしている。

44
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

10 1

・親子通園のため、保護者の家庭での悩みや

しんどさがありそうな時は、話を聞く場を設

けるようにしている。

・わかる範囲で助言や提言をしたり、他職種

の職員に相談したりすることで解決できるよ

う心がけている。

・相談や悩み等の申し入れががあれば、担任

が必要に応じて面談を設定したり、助言を

行っている。

・日々の保育外の時間に相談を聞いたり、こ

ちらからも聞いたりしている。相談BOXを置

き個別で聞けるようにもしている。

・保護者の子育ての悩みに傾聴することは心

がけているが、助言まではなかなか難しく、

はっきりアドバイスまでは至っていない。
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45

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

11

・保護者会を定期的に開催しており、ゲーム

要素も取り入れつつ他クラスの親同士も関わ

れるようにしている。

・「りぼん」の夏季登園では年上のきょうだ

い児も保育に参加したり、きょうだい児のみ

で遊ぶ時間を設けている。

・親子登園であるため、日々の保育の中で交

流する機会は十分に持てている。保護者が参

加する保育を設けたりしている。

・保護者会の時は子どもと保護者を分離し、

落ちついて話ができる・聞くことができるよ

うにしている。

・きょうだいとの関わりで悩まれている保護

者もいらっしゃるため、そのような内容も少

しあればよいと感じるが、一人っ子の子ども

もいるのでどうか。

46

こどもや保護者からの相談や苦情、申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や苦情、申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

11

・保護者から疑問や苦情があった際、上司へ

報告すると共に、解決に向けて対策を考える

場をもつ（会議等）。

・保護者へフィードバックし、必要に応じて

他の保護者にも伝える、

・苦情受付窓口として、重要事項説明書に明

示し、口頭での説明を行っている。

・保育や休憩時等に保護者からの相談等を聞

くようにしている。場合によっては、別室や

保育後等落ち着いて相談等ができるようにし

ている。

47

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

11

・毎月センター便りを配付して行事のことや

お知らせを伝えるようにしている。

・緊急時の連絡として、39メールを利用。入

園前に登録をお願いしている。

・R7.4～HPが新たに公開できるようにしてい

る。

48 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

11

・入園前に個人情報の取り扱いについて説明

したうえで同意を得ている。保護者の同意な

しで情報の提供はしていない。

・書類、ＰＣ上の情報についても保護者から

知り得た情報を職員からの漏えいがないよう

に心がけている。

・施錠される場所に個人情報に関する書類な

どを保存している。また、破棄する際は指定

の場所に置くようにして十分に注意してい

る。

・個人情報の取扱いには十分に注意して、保

管管理している。（使用する際には使用日

時、使用者名の記入）

・個人情報を必ず持ち帰らないようにしてい

る。

49
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。

11

・どのように伝えると児がわかりやすいの

か、また、どのように表出して伝えようとし

ているのか、保護者とも確かめながらしてい

る。

・ボードに書いて、視覚的にわかるようにし

ている。

・指握りやカード提示等を用いて、子ども一

人ひとりが意思表示しやすい方法を取り入れ

ている。

・その時の子どもの体調や保護者と共有しな

がら、子どもの思いをくみ取るようにしてい

る。

・保育や生活の中で、こどもとの関わりを通

して、個人の特性を理解し、保護者と共有し

ている。

50
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

3 8

・今年度、地域の施設を借りて音楽イベント

を開催したが、案内のポスターを掲示しても

らい、参加できることを周知した。

・左記イベントについて来年度は未定のため

実施できるか検討していく方向。

・現在の業務的に厳しい。

・機会がない。

51
【放デイのみ】家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に

応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
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52

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

11

・警報、災害、不審者への対応についてマ

ニュアルを策定しし、保護者に提示し配布し

ている。

・毎月避難訓練を実施し、実際に避難してみ

ることで保護者にも周知してもらっている。

避難訓練は事前に知らせる時と予告なしです

る時があり、マニュアルをベースに行ってい

る。終ってからも見直しを行い、次に活かし

ている。

・感染症対策は定期的に確認・情報共有して

いる。

53
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

10 1

・ＢＣＰの作成はできている。

・総合防災訓練では、消防署職員監修のも

と、災害を想定した訓練を実施している。

・実際に起こった時に緊急連絡先を持ち出せ

る体制を整えておくことが大切だと感じる。

・地域を巻き込んでの避難の練習はできてい

ない。

・各クラスで、防災グッズを準備する必要が

あるのではないか。

54
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。

11

・入園時の支援会議時に、アセスメントの中

で配慮すべきことがあれば聞き取り、周知し

ている。

・服薬は基本保護者対応だが、どのような薬

かある程度把握している。

・必要に応じて書類を提出してもらったり、

センターで服薬が必要なこと等は事前に伝え

てもらっている。

・必要時にはセンターの医師や看護師からの

説明や対処法を会議等で確認している。

・クラスの子どもは特に状況を把握してい

る。

55
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

11

・アレルギー児については給食の職員（管理

栄養士）と共有し、センターの医師による指

示書も提出してもらっている。（１回/年）

・毎月、アレルギー会議を行い、各メニュー

の確認をしている。

・アレルギー児の給食は、除去や別メニュー

による対応を行っている。

・給食前には職員間で確認を行い、配膳時に

も保護者に再確認しながら二重チェックを行

い、事故防止に努めている。

56
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

11

・設備の安全点検を行っている。保護者と一

緒に登園するため、駐車場内での約束も伝え

ている。

・ヒヤリハットがあれば都度、報告、検証、

伝達をし、記録をファイリングしている。

・定期的に避難訓練を行っている。

・毎月、チェック表をもとに安全確認を行っ

ている。

・歩き回る児に対しては、特に、こけた時に

角でケガにつながらないか安全に配慮してい

る。

57
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

11

・親子通園の施設のため、安全確保について

はすぐにできると思われる。

・救急対応、AEDについても保護者会を通じ

て保護者に体験してもらう機会を設けてい

る。

・避難訓練時には何が必要か保護者と情報共

有したり、子どものそばから離れる際には声

を掛け合う等を意識している。

58
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。

11

・ヒヤリハット事案、事故（ケガ）があった

場合は、上司に報告し、保育士間でも共有し

ている。そのうえで防止策の検討会を実施

し、それを保護者にも説明するようにしてい

る。

・小さなヒヤリハットも部内で共有し、書面

で残し、再発防止を心がけている。

59
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。

11

・事業所として虐待防止についての研修を受

講する機会を設け、職員へ伝達研修をしてい

る。

・１回/年は受けられるようにしている。

非

常

時

等

の

対

応



60

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

11

・体幹保持等でベルトをする場合、身体拘束

にあたるものとして事前に会議をしたうえで

妥当性の検討をしている。

・実施前に保護者へ十分説明し、同意書にサ

インをいただいている。

・個別支援計画書にも記載している。

非

常

時

等

の

対

応


